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ご家庭で余っている食品を持ち寄り、必要とされる

方へお届けする「食で応援プロジェクト」の活動も

６年目となりました！今年度も、昨年度に引き続き

MUJI無印良品自由が丘店、タマデンマルシェでも回

収のご協力を頂いております。

＊回収場所＊
・無印良品自由が丘店

2号館1階食品フロア出入り口付近

・タマデンマルシェ
アビターレ玉川田園調布前庭
（玉川田園調布2-13-19）
次回５月１８日（日）
原則毎月第３日曜日に開催

九品仏複合施設前での開催は

5/24（土）10時～12時を予定しております。

引き続きご協力をお願いいたします。

食で応援プロジェクトについて

流 ！チャ
九品仏地区四者連携(※)事業として行われたこの交流会は、

年齢・障がいのあるなしを問わず地域での仲間づくりを

応援することを目的としています。参加したのは、ぽーと

たまがわ・グループホーム奥沢共愛・九品仏生活実習所・

奥沢福祉園の職員と利用者さんたち、チラシを見てと町の方、

そして主催したまちづくりセンター・あんしんすこやかセ

ンター・児童館・地区社会福祉協議会のボランティア・

スタッフたち総勢40名を越えました。

3/10(月)
開催 ボッ 交 会

輝水会の手塚さん指導のもと当日の参加者に合わせた九品仏ルールで始まり

ました。得点が書かれたシートを全員が輪になって囲み、赤・青の順で一人

ずつ球を投げます。シートから外れた球の数が相手チームの得点になります。

要領が分かって白熱してくると皆さんの目が輝いてくるのが見えます。最後

に、より正式に近いルールで行い、10点差で青チームが勝利しました。「家

で一人だとこんなに笑わない」の感想がこの日の成果でしょうか。〈M.S〉

笑顔がとってもステキな講師の

手塚先生。

ボッチャの楽しさを

分かりやすく教えてくれました。

真ん中の
「100」を目指して
一斉に投げます！

“もしも家族や大切な人がいないことに気づいたら～

認知症による行方不明者への対応と備え～”と題し、

32名参加。安心して暮らしていくための「緩やかな支

え合い」を実践している見守りネットワーク参加団体

の年一度、三者連携(※)の勉強会です。

①区の担当係長より、高齢者の行方不明者が増えて

いること、早くの警察・社協への届出の重要性と、見

守りでの好事例などの紹介。②社協の担当係長より

「せたがや一人歩きSOSネットワークについて」説明

③玉川警察署防犯係から「遠慮なく110番をするよう

に」とのお話 ④グループ内での意見交換 ⑤区認知

症在宅生活サポートセンター長よりのコメントもあり

充実した時間でした。

初対面の人への声掛けのヒントを頂き、行方不明者

を未然に防ぎ、＜高齢になっても安心して外出が出来

るまち九品仏＞にしたいと思いました。 〈N.Y〉

3/18(火)開催

九品仏地区見守りネットワーク会議

(※)三者連携…まちづくりセンター、あんしんすこやかセンター、社協

(※)四者連携…まちづくりセンター、あんしんすこやかセンター、児童館、社協
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